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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱部材と、柱部材に取り付けられる棚部材とを備える間仕切り棚であって、
  前記柱部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、化粧棚受部材
と合わせられる合わせ面部と、長手方向における天側の天固定部と、長手方向における地
側の地固定部とを有し、
  前記柱部材に取り付けられる化粧棚受部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣
接して形成され、前記柱部材の合わせ面部に合わせられる合わせ面部と、前記柱部材の長
手方向と交差ないし直交する方向にのびて、棚部材を支持する棚支持部とを有し、地側の
棚部材の棚部材支持部と天側の棚部材の被支持部との間に亘って立設されるように形成さ
れ、
  棚部材は、柱部材に対向する対向部と、前記化粧棚受部材の棚支持部によって支持され
る被支持部と、前記被支持部とは反対側に形成される、棚部材支持部とを有し、
  更に、柱部材の合わせ面部と化粧棚受部材の合わせ面部とを合わせて、柱部材と化粧棚
受部材とを連結する連結部又は連結材を備え、
  前記化粧棚受部材は、前記合わせ面部に形成された凹条部に嵌合されるための前記連結
部又は連結材が突設され、
  柱部材と化粧棚受部材とを連結したときに、前記連結部又は連結材は、柱部材及び化粧
棚受部材によって被覆される、間仕切り棚。
【請求項２】
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  左右一対の柱部材と、前記一対の柱部材の間に架け渡される、棚部材とを備え、
  前記棚部材は、柱部材に対向する対向部を、柱部材の合わせ面部に突き合わせられ、
  柱部材の天側から地側に適宜な空間をおいて設けられた複数の棚部材の間に、化粧棚受
部材を垂設された、請求項１に記載の間仕切り棚。
【請求項３】
  前記柱部材は、連結材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材固定具を収容するための凹
条部を、長手方向に、合わせ面部に形成された、請求項１又は請求項２に記載の間仕切り
棚。
【請求項４】
  前記化粧棚受部材は、合わせ面部に、柱部材の合わせ面部に形成された凹条部に嵌合さ
れるための連結材が突設された、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の間仕切り棚
。
【請求項５】
  前記柱部材及び化粧棚受部材は、
  横断面形状が略々同じである柱状体であり、
  それぞれの合わせ面部を接し合わせて連結されたとき、一体化された柱状体を形成する
ように構成された、請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の間仕切り棚。
【請求項６】
  前記柱部材及び化粧棚受部材は、
  平面状の合わせ面部と、前記合わせ面部と直交する正面部とを備え、
  それぞれの合わせ面部を接し合わせて連結されたとき、それぞれの正面部は、並列され
て平面状に形成された、請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の間仕切り棚。
【請求項７】
  前記棚部材は、天側の平面状物品載置面と地側の平面状裏面とを有する角柱状体であっ
て、
  前記物品載置面と裏面との間に直交する対向部と、
  前記物品載置面における対向部に続く面に、棚部材支持部を形成され、
  前記裏面における対向部に続く面に、被支持部を形成された、請求項１ないし請求項６
のいずれかに記載の間仕切り棚。
【請求項８】
  前記柱部材及び化粧棚受部材は、柱状芯材の外表面に、折曲溝が形成された表面部材を
、折曲溝を閉じる方向に屈曲させて前記柱状芯材の角部に合わせて貼着された、請求項１
ないし請求項７のいずれかに記載の間仕切り棚。
【請求項９】
  前記柱部材は、柱状芯材の外表面に、表面板材を貼着されて形成され、
  表面板材は、長手端縁が合わせ面部において、対向するように貼着され、表面板材の対
向する長手端縁の間に連結材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材固定具を収容するため
の凹条部を形成された、請求項１ないし請求項８のいずれかに記載の間仕切り棚。
【請求項１０】
  前記柱状材は、木質系板状芯材の外表面に金属製補強材を添設され、且つ、前記柱状芯
材及び金属製補強材の外表面を覆うように表面板材が貼着された、請求項１ないし請求項
９のいずれかに記載の間仕切り棚。
【請求項１１】
   柱部材と、柱部材に取り付けられる棚部材とを備える間仕切り棚の施工方法であって
、
  前記柱部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、化粧棚受部材
と合わせられる合わせ面部と、長手方向における天側の天固定部と、長手方向における地
側の地固定部とを有し、
  前記柱部材に取り付けられる化粧棚受部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣
接して形成され、前記柱部材の合わせ面部に合わせられる合わせ面部と、前記柱部材の長
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手方向と交差ないし直交する方向にのびて、棚部材を支持する棚支持部とを有し、地側の
棚部材の棚部材支持部と天側の棚部材の被支持部との間に亘って立設されるように形成さ
れ、
  前記化粧棚受部材は、前記合わせ面部に形成された凹条部に嵌合されるための連結部又
は連結材が突設され、
　前記棚部材は、柱部材に対向する対向部と、前記化粧棚受部材の棚支持部によって支持
される被支持部と、前記被支持部とは反対側に形成される、棚部材支持部とを有し、
　前記柱部材は、一方の柱部材と他方の柱部材を有し、
　前記一方の柱部材と他方の柱部材とを間隔をあけて対向させて、天側の天固定部と地側
の地固定部とにおいて架け渡すステップと、
  一方の柱部材と他方の柱部材との対向する面に沿って、柱部材の合わせ面部と化粧棚受
部材の合わせ面部とを合わせて、柱部材と化粧棚受部材とを連結する連結部又は連結材に
よって、地側から、化粧棚受部材を一方の柱部材及び他方の柱部材に取り付けるステップ
と、
  前記化粧棚受部材の天側に、棚部材の被支持部を当接させ且つ対向部を柱部材の対向す
る面に当接させて、棚部材を柱部材に取り付けるステップとを含む、間仕切り棚の施工方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、間仕切り棚及びその施工方法に関し、特に例えば、建築物の内部に設けられ
る間仕切りのための間仕切り棚及び建築物の内部に間仕切り棚を設ける施工方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、棚板を備える収納間仕切りが、提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－１９７５６９号公報
【特許文献２】特開平８－１８９１１４号公報
【特許文献３】特開平１０－２８０６６７号公報
【特許文献４】特開２００９－２５６９３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１ないし４の間仕切りは、取り付け部材をもって、支柱に棚板を取り付けたり
、支柱の一部に切り欠きを設けて棚板を引っ掛けたりする構造を備えている。
　そのために、見映えの悪い間仕切りとなり、特に、かかる間仕切りは、建築物の室内の
装飾等と違和感を与える構造となっている。
　棚板を備えた間仕切りは、飾り棚を兼ねたりするので、見映えの良いものが望まれてい
る。
　それゆえに、この発明は、かかる事情に鑑み、見映えの良い間仕切り棚及び見映えの良
い間仕切り棚の施工方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の請求項１にかかる間仕切り棚は、柱部材と、柱部材に取り付けられる棚部材
とを備える間仕切り棚であって、
  前記柱部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、化粧棚受部材
と合わせられる合わせ面部と、長手方向における天側の天固定部と、長手方向における地
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側の地固定部とを有し、
  前記柱部材に取り付けられる化粧棚受部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣
接して形成され、前記柱部材の合わせ面部に合わせられる合わせ面部と、前記柱部材の長
手方向と交差ないし直交する方向にのびて、棚部材を支持する棚支持部とを有し、地側の
棚部材の棚部材支持部と天側の棚部材の被支持部との間に亘って立設されるように形成さ
れ、
  棚部材は、柱部材に対向する対向部と、前記化粧棚受部材の棚支持部によって支持され
る被支持部と、前記被支持部とは反対側に形成される、棚部材支持部とを有し、
  更に、柱部材の合わせ面部と化粧棚受部材の合わせ面部とを合わせて、柱部材と化粧棚
受部材とを連結する連結部又は連結材を備え、
  前記化粧棚受部材は、前記合わせ面部に形成された凹条部に嵌合されるための前記連結
部又は連結材が突設され、
  柱部材と化粧棚受部材とを連結したときに、前記連結部又は連結材は、柱部材及び化粧
棚受部材によって被覆される、間仕切り棚である。
  この発明の請求項２にかかる間仕切り棚は、左右一対の柱部材と、前記一対の柱部材の
間に架け渡される、棚部材とを備え、前記棚部材は、柱部材に対向する対向部を、柱部材
の合わせ面部に突き合わせられ、柱部材の天側から地側に適宜な空間をおいて設けられた
複数の棚部材の間に、化粧棚受部材を垂設された、請求項１に記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項３にかかる間仕切り棚においては、前記柱部材は、連結材及び／又は
棚受け具及び／又は柱部材固定具を収容するための凹条部を、長手方向に、合わせ面部に
形成された、請求項１又は請求項２に記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項４にかかる間仕切り棚においては、前記化粧棚受部材は、合わせ面部
に、柱部材の合わせ面部に形成された凹条部に嵌合されるための連結材が突設された、請
求項１ないし請求項３のいずれかに記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項５にかかる間仕切り棚においては、前記柱部材及び化粧棚受部材は、
横断面形状が略々同じである柱状体であり、それぞれの合わせ面部を接し合わせて連結さ
れたとき、一体化された柱状体を形成するように構成された、請求項１ないし請求項４の
いずれかに記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項６にかかる間仕切り棚においては、前記柱部材及び化粧棚受部材は、
平面状の合わせ面部と、前記合わせ面部と直交する正面部とを備え、それぞれの合わせ面
部を接し合わせて連結されたとき、それぞれの正面部は、並列されて平面状に形成された
、請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項７にかかる間仕切り棚においては、前記棚部材は、天側の平面状物品
載置面と地側の平面状裏面とを有する角柱状体であって、前記物品載置面と裏面との間に
直交する対向部と、前記物品載置面における対向部に続く面に、棚部材支持部を形成され
、前記裏面における対向部に続く面に、被支持部を形成された、請求項１ないし請求項６
のいずれかに記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項８にかかる間仕切り棚においては、前記柱部材及び化粧棚受部材は、
柱状芯材の外表面に、折曲溝が形成された表面部材を、折曲溝を閉じる方向に屈曲させて
前記柱状芯材の角部に合わせて貼着された、請求項１ないし請求項７のいずれかに記載の
間仕切り棚である。
  この発明の請求項９にかかる間仕切り棚においては、前記柱部材は、柱状芯材の外表面
に、表面板材を貼着されて形成され、表面板材は、長手端縁が合わせ面部において、対向
するように貼着され、表面板材の対向する長手端縁の間に連結材及び／又は棚受け具及び
／又は柱部材固定具を収容するための凹条部を形成された、請求項１ないし請求項８のい
ずれかに記載の間仕切り棚である。
  この発明の請求項１０にかかる間仕切り棚においては、前記柱状材は、木質系板状芯材
の外表面に金属製補強材を添設され、且つ、前記柱状芯材及び金属製補強材の外表面を覆
うように表面板材が貼着された、請求項１ないし請求項９のいずれかに記載の間仕切り棚
である。
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  この発明の請求項１１にかかる間仕切り棚の施工方法は、柱部材と、柱部材に取り付け
られる棚部材とを備える間仕切り棚の施工方法であって、
　前記柱部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、化粧棚受部材
と合わせられる合わせ面部と、長手方向における天側の天固定部と、長手方向における地
側の地固定部とを有し、
　前記柱部材に取り付けられる化粧棚受部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣
接して形成され、前記柱部材の合わせ面部に合わせられる合わせ面部と、前記柱部材の長
手方向と交差ないし直交する方向にのびて、棚部材を支持する棚支持部とを有し、地側の
棚部材の棚部材支持部と天側の棚部材の被支持部との間に亘って立設されるように形成さ
れ、前記化粧棚受部材は、前記合わせ面部に形成された凹条部に嵌合されるための連結部
又は連結材が突設され、
　前記棚部材は、柱部材に対向する対向部と、前記化粧棚受部材の棚支持部によって支持
される被支持部と、前記被支持部とは反対側に形成される、棚部材支持部とを有し、
　前記柱部材は、一方の柱部材と他方の柱部材を有し、
　前記一方の柱部材と他方の柱部材とを間隔をあけて対向させて、天側の天固定部と地側
の地固定部とにおいて架け渡すステップと、
  一方の柱部材と他方の柱部材との対向する面に沿って、柱部材の合わせ面部と化粧棚受
部材の合わせ面部とを合わせて、柱部材と化粧棚受部材とを連結する連結部又は連結材に
よって、地側から、化粧棚受部材を一方の柱部材及び他方の柱部材に取り付けるステップ
と、
  前記化粧棚受部材の天側に、棚部材の被支持部を当接させ且つ対向部を柱部材の対向す
る面に当接させて、棚部材を柱部材に取り付けるステップとを含む、間仕切り棚の施工方
法である。
【発明の効果】
【０００６】
　この発明によれば、見映えの良い間仕切り棚及び見映えの良い間仕切り棚の施工方法を
提供することができる。
  請求項１の発明によれば、柱部材と、柱部材に取り付けられる棚部材とを備える間仕切
り棚であって、前記柱部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、
化粧棚受部材と合わせられる合わせ面部と、長手方向における天側の天固定部と、長手方
向における地側の地固定部とを有し、前記柱部材に取り付けられる化粧棚受部材は、長手
方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、前記柱部材の合わせ面部に合わせら
れる合わせ面部と、前記柱部材の長手方向と交差ないし直交する方向にのびて、棚部材を
支持する棚支持部とを有し、地側の棚部材の棚部材支持部と天側の棚部材の被支持部との
間に亘って立設されるように形成され、棚部材は、柱部材に対向する対向部と、前記化粧
棚受部材の棚支持部によって支持される被支持部と、前記被支持部とは反対側に形成され
る、棚部材支持部とを有し、更に、柱部材の合わせ面部と化粧棚受部材の合わせ面部とを
合わせて、柱部材と化粧棚受部材とを連結する連結部又は連結材を備え、柱部材と化粧棚
受部材とを連結したときに、連結部又は連結材は、柱部材及び化粧棚受部材によって被覆
されるので、見映えの良い間仕切り棚を得ることができる。
  請求項２の発明によれば、左右一対の柱部材と、前記一対の柱部材の間に架け渡される
、棚部材とを備え、前記棚部材は、柱部材に対向する対向部を、柱部材の合わせ面部に突
き合わせられ、柱部材の天側から地側に適宜な空間をおいて設けられた複数の棚部材の間
に、化粧棚受部材を垂設されているので、柱部材と化粧棚受部材とにより表面の見映えが
良く、堅固に棚部材を固定できる。
  請求項３の発明によれば、前記柱部材は、連結材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材
固定具を収容するための凹条部を、長手方向に、合わせ面部に形成されているので、連結
材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材固定具を柱部材及び化粧棚受部材により覆うこと
ができる。
  請求項４の発明によれば、前記化粧棚受部材は、合わせ面部に、柱部材の合わせ面部に
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形成された凹条部に嵌合されるための連結材が突設されているので、柱部材に容易に取り
付けることができる。
  請求項５の発明によれば、前記柱部材及び化粧棚受部材は、横断面形状が略々同じであ
る柱状体であり、それぞれの合わせ面部を接し合わせて連結されたとき、一体化された柱
状体を形成するように構成されているので、見映えの良い間仕切り棚を得ることができる
。
  請求項６の発明によれば、前記柱部材及び化粧棚受部材は、平面状の合わせ面部と、前
記合わせ面部と直交する正面部とを備え、それぞれの合わせ面部を接し合わせて連結され
たとき、それぞれの正面部は、並列されて平面状に形成されているので、見映えの良い間
仕切り棚を得ることができる。
  請求項７の発明によれば、前記棚部材は、天側の平面状物品載置面と地側の平面状裏面
とを有する角柱状体であって、前記物品載置面と裏面との間に直交する対向部と、前記物
品載置面における対向部に続く面に、棚部材支持部を形成され、前記裏面における対向部
に続く面に、被支持部を形成されているので、柱部材に堅固に固定できる。
  請求項８の発明によれば、前記柱部材及び化粧棚受部材は、柱状芯材の外表面に、折曲
溝が形成された表面部材を、折曲溝を閉じる方向に屈曲させて前記柱状芯材の角部に合わ
せて貼着されているので、美麗な柱部材及び化粧棚受部材を製造できる。
  請求項９の発明によれば、前記柱部材は、柱状芯材の外表面に、表面板材を貼着されて
形成され、表面板材は、長手端縁が合わせ面部において、対向するように貼着され、表面
板材の対向する長手端縁の間に連結材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材固定具を収容
するための凹条部を形成されているので、製造が比較的容易である。
  請求項１０の発明によれば、前記柱状材は、木質系板状芯材の外表面に金属製補強材を
添設され、且つ、前記柱状芯材及び金属製補強材の外表面を覆うように表面板材が貼着さ
れているので、堅固で美麗な柱部材を得ることができる。
  請求項１１の発明によれば、柱部材と、柱部材に取り付けられる棚部材とを備える間仕
切り棚の施工方法であって、前記柱部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接し
て形成され、化粧棚受部材と合わせられる合わせ面部と、長手方向における天側の天固定
部と、長手方向における地側の地固定部とを有し、前記柱部材に取り付けられる化粧棚受
部材は、長手方向にのびる正面部と、正面部に隣接して形成され、前記柱部材の合わせ面
部に合わせられる合わせ面部と、前記柱部材の長手方向と交差ないし直交する方向にのび
て、棚部材を支持する棚支持部とを有し、地側の棚部材の棚部材支持部と天側の棚部材の
被支持部との間に亘って立設されるように形成され、前記化粧棚受部材は、前記合わせ面
部に形成された凹条部に嵌合されるための連結部又は連結材が突設され、前記棚部材は、
柱部材に対向する対向部と、前記化粧棚受部材の棚支持部によって支持される被支持部と
、前記被支持部とは反対側に形成される、棚部材支持部とを有し、前記柱部材は、一方の
柱部材と他方の柱部材を有し、前記一方の柱部材と他方の柱部材とを間隔をあけて対向さ
せて、天側の天固定部と地側の地固定部とにおいて架け渡すステップと、一方の柱部材と
他方の柱部材との対向する面に沿って、柱部材の合わせ面部と化粧棚受部材の合わせ面部
とを合わせて、柱部材と化粧棚受部材とを連結する連結部又は連結材によって、地側から
、化粧棚受部材を一方の柱部材及び他方の柱部材に取り付けるステップと、前記化粧棚受
部材の天側に、棚部材の被支持部を当接させ且つ対向部を柱部材の対向する面に当接させ
て、棚部材を柱部材に取り付けるステップとを含むので、見映えの良い間仕切り棚を得る
ことができる。
【０００７】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴及び利点は、図面を参照して行う以下の発
明を実施するための形態の説明から一層明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の一実施の形態である間仕切り棚の斜視図解図である。
【図２】図１図示間仕切り棚の正面図解図である。
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【図３】この発明にかかる間仕切り棚を天井面及び床面に取り付けた状態を示す横断面図
である。
【図４】この発明にかかる間仕切り棚の柱部材の横断面図解図であり、（Ａ）は製作過程
の図であり、（Ｂ）は完成した図である。
【図５Ａ】表面板材の製作過程を示す斜視図解図である。
【図５Ｂ】表面板材の製作過程を示す斜視図解図である。
【図６】柱板材の製作過程を示す斜視図解図である。
【図７】この発明にかかる間仕切り棚の化粧棚受部材の横断面図解図であり、（Ａ）は製
作過程の図であり、（Ｂ）は完成した図である。
【図８Ａ】化粧棚受部材の製作過程を示す斜視図解図である。
【図８Ｂ】化粧棚受部材の製作過程を示す斜視図解図である。
【図９】化粧棚受部材の斜視図解図である。
【図１０Ａ】この発明にかかる間仕切り棚の柱部材を天井面及び床面に取り付けた状態を
示す斜視図解図である。
【図１０Ｂ】この発明にかかる間仕切り棚の柱部材を天井面及び床面に取り付けた状態を
内面の方向から見た図解図である。
【図１１】この発明にかかる間仕切り棚の施工過程を示す分解斜視図解図である。
【図１２】この発明にかかる間仕切り棚の施工過程を示す分解斜視図解図である。
【図１３】この発明にかかる間仕切り棚の施工過程を示す分解斜視図解図である。
【図１４】この発明にかかる間仕切り棚の施工過程を示す分解斜視図解図である。
【図１５】この発明にかかる間仕切り棚の他の実施の形態を示す正面図解図である。
【図１６】この発明にかかる間仕切り棚の他の実施の形態を示す正面図解図である。
【図１７】図１に示す柱板材の変形例たる柱部材の断面図解図である。
【図１８】この発明にかかる間仕切り棚の施工過程を示す分解断面図解図である。
【図１９Ａ】この発明にかかる間仕切り棚の柱部材の他の実施の形態を示す斜視図解図で
ある。
【図１９Ｂ】この発明にかかる間仕切り棚の柱部材の他の実施の形態を示す図解図であり
、（Ａ）は横断面図解図であり、（Ｂ）は斜視図解図である。
【図２０】棚部材を示す図解図であり、（Ａ）は横断面図解図であり、（Ｂ）は斜視図解
図である。
【図２１】図１に示す柱部材の変形例たる柱部材を示す図解図であり、（Ａ）は横断面図
解図であり、（Ｂ）は斜視図解図である。
【図２２】図１に示す柱部材の変形例たる柱部材を示す図解図であり、（Ａ）は横断面図
解図であり、（Ｂ）は斜視図解図である。
【図２３】この発明の間仕切り棚の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　間仕切り棚１０は、複数の第１柱部材１２及び第２柱部材１４を室内の天側の天井面９
００と地側の床面９０２との間に架け渡され、第１柱部材１２と第２柱部材１４との間に
架け渡された棚部材１６を、第１柱部材１２及び第２柱部材１４によって支持する構造を
備える。
　第１柱部材１２と第２柱部材１４とは、左右対称に、天井面９００と床面９０２との間
において設けられる。
　間仕切り棚１０は、建築物の室内の化粧間仕切り等に利用される。
【００１０】
　第１柱部材１２と第２柱部材１４との間の空間に跨って取り付けられる棚部材１６は、
第１柱部材１２と第２柱部材１４との間に、適宜な間隔をおいて、複数段架け渡される。
そして、天側の第１棚部材１６ａと地側の第２棚部材１６ｂとの間に物品が載置される。
　天側の第１棚部材１６ａと地側の第２棚部材１６ｂとは、前記地側の第２棚部材１６ｂ

1の地側に、該地側の第２棚部材１６ｂ1との間に適宜な間隔をおいて地側であるより下方
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に第２棚部材１６ｂ2を架け渡されるという関係となる。そして、順次複数段の棚部材１
６が幾重にも形成される関係では、より下方の第２棚部材１６ｂ1に対して天側である上
方に位置する前記地側の第２棚部材１６ｂ1が、より下方にある第２棚部材１６ｂ1に対し
て天側の第１棚部材１６ａを兼ねる。
【００１１】
　天側から地側にかけて、第１柱部材１２と第２柱部材１４との間の空間に、複数段架け
渡された棚部材１６の間には、第１柱部材１２と第２柱部材１４とのいずれの内側にも、
化粧棚受部材１８が垂設されている。
【００１２】
　第１柱部材１２は、長手方向にのびる正面部２０と、正面部２０に隣接して形成され、
化粧棚受部材１８と合わせられる合わせ面部２２と、長手方向における天側の天固定部２
４と、長手方向における地側の地固定部２６とを有している。
　第２柱部材１４は、前記第１柱部材１２と相似形であり、長手方向にのびる正面部４０
と、正面部４０に隣接して形成され、化粧棚受部材１８と合わせられる合わせ面部４２と
、長手方向における天側の天固定部４４と、長手方向における地側の地固定部４６とを有
している。
　第１柱部材１２及び第２柱部材１４は、天側から地側にかけて横断面が同一の形状の、
略角柱状体である。
【００１３】
　合わせ面部２２は、第１柱部材１２の内側に形成され、合わせ面部４２は、第２柱部材
１４の内側に形成され、合わせ面部２２と合わせ面部４２とは対向している。
　この実施の形態においては、第１柱部材１２の正面部２０は、天側から地側に亘って一
様な平面であり、第２柱部材１４の正面部４０は、前記第１柱部材１２の正面部２０と同
様に、天側から地側に亘って一様な平面である。
　第１柱部材１２の正面部２０の表面と第２柱部材１４の正面部４０の表面とは、略々同
じ形状であって、正面から見て左右同一の垂直面を構成する。
　第１柱部材１２の合わせ面部２２は、正面部２０と直交する平面を備え、天側から地側
に亘って一様な平面を形成されている。
　第２柱部材１４の合わせ面部４２は、正面部４０と直交する平面を備え、天側から地側
に亘って一様な平面を形成されている。
　この実施の形態においては、第１柱部材１２は、正面部２０とは反対側の背面側に、背
面部３０を形成され、外側に側面部３２を形成されている。
　第１柱部材１２の背面部３０は、正面部２０と平行な平面を備え、第１柱部材１２の側
面部３２は、正面部２０及び背面部３０と直交する平面を備える。
　この実施の形態においては、第２柱部材１４は、正面部４０とは反対側の背面側に、背
面部５０を形成され、外側に側面部５２を形成されている。
　第２柱部材１４の背面部５０は、正面部４０と平行な平面を備え、第２柱部材１４の側
面部５２は、正面部４０及び背面部５０と直交する平面を備える。
【００１４】
　前記第１柱部材１２に取り付けられる第１化粧棚受部材１８ａは、長手方向にのびる正
面部６０と、正面部６０に隣接して形成され、前記第１柱部材１２の合わせ面部２２に合
わせられる合わせ面部６２と、前記第１柱部材１２の長手方向と交差ないし直交する方向
にのびて、棚部材１６を支持する天側の棚支持部６４及び地側の棚支持部６６とを有して
いる。
　第１化粧棚受部材１８ａは、天側の第１棚部材１６ａの被支持部８０２に接する天側の
棚支持部６４と、地側の第２棚部材１６ｂの棚部材支持部８０４に接する地側の棚支持部
６６とを有し、地側の棚部材１６の棚部材支持部８０４と天側の棚部材１６の被支持部８
０２との間に亘って立設されるように形成されている。
　天側の棚支持部６４は、天側の第１棚部材１６ａの被支持部８０２に接し合う平面状に
形成され、地側の棚支持部６６は、地側の第２棚部材１６ｂの棚部材支持部８０４に接し
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合う平面状に形成されている。
【００１５】
　前記第２柱部材１４に取り付けられる第２化粧棚受部材１８ｂは、長手方向にのびる正
面部８０と、正面部８０に隣接して形成され、前記第１柱部材１２の合わせ面部２２に合
わせられる合わせ面部８２と、前記第２柱部材１４の長手方向と交差ないし直交する方向
にのびて、棚部材１６を支持する天側の棚支持部８４及び地側の棚支持部８６とを有して
いる。
　第２化粧棚受部材１８ｂは、天側の第１棚部材１６ａの被支持部８１２に接する天側の
棚支持部８４と、地側の第２棚部材１６ｂの棚部材支持部８１４に接する地側の棚支持部
８６とを有し、地側の棚部材１６の棚部材支持部８１４と地側の棚部材１６の被支持部８
１２との間に亘って立設されるように形成されている。
　天側の棚支持部８４は、天側の第１棚部材１６ａの被支持部８１２に接し合う平面状に
形成され、地側の棚支持部８６は、地側の第２棚部材１６ｂの棚部材支持部８１４に接し
合う平面状に形成されている。
【００１６】
　第１化粧棚受部材１８ａの合わせ面部６２は、第１化粧棚受部材１８ａの外側に形成さ
れ、第２化粧棚受部材１８ｂの合わせ面部８２は、第２化粧棚受部材１８ｂの外側に形成
され、合わせ面部６２と合わせ面部８２とは、反対方向を向いて第１柱部材１２と第２柱
部材１４とに取り付けられる。
　この実施の形態においては、第１化粧棚受部材１８ａの正面部６０は、天側から地側に
亘って一様な平面であり、第２化粧棚受部材１８ｂの正面部８０は、前記第１化粧棚受部
材１８ａの正面部２０と同様に、天側から地側に亘って一様な平面である。
　第１化粧棚受部材１８ａの正面部６０の表面と第２化粧棚受部材１８ｂの正面部８０の
表面とは、略々同じ形状であって、正面から見て、左右同一の垂直面を構成する。
　第１化粧棚受部材１８ａの合わせ面部６２は、正面部６０と直交する平面を備え、天側
から地側に亘って一様な平面を形成されている。
　第２化粧棚受部材１８ｂの合わせ面部８２は、正面部８０と直交する平面を備え、天側
から地側に亘って一様な平面を形成されている。
　この実施の形態においては、第１化粧棚受部材１８ａは、正面部６０とは反対側の背面
側に背面部７０を形成され、内側に側面部７２を形成されている。
　第１化粧棚受部材１８ａの背面部７０は、正面部６０と平行な平面を備え、第１化粧棚
受部材１８ａの側面部７２は、正面部６０及び背面部７０と直交する平面を備える。
　この実施の形態においては、第２化粧棚受部材１８ｂは、正面部８０とは反対側の背面
側に背面部９０を形成され、内側に側面部９２を形成されている。
　第２化粧棚受部材１８ｂの背面部９０は、正面部８０と平行な平面を備え、第２化粧棚
受部材１８ｂの側面部９２は、正面部８０及び背面部９０と直交する平面を備える。
【００１７】
　前記第１柱部材１２は、連結材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材固定具を収容する
ための凹条部２８を、合わせ面部２２に形成されている。
　凹条部２８は、第１柱部材１２の天側から地側にかけて、長手方向にのびる断面コ字形
の溝状であり、手前側と向こう側に垂直な平面状溝壁を備える。
　手前側の溝壁２８ａと向こう側の溝壁２８ｂとは、天側（上）から地側（下）にかけて
同一の間隔をおいて対向する。
　前記第２柱部材１４は、連結材及び／又は棚受け具及び／又は柱部材固定具を収容する
ための凹条部４８を、合わせ面部４２に形成されている。
　凹条部４８は、第２柱部材１４の天側から地側にかけて、長手方向にのびる断面コ字形
の溝状であり、手前側と向こう側に垂直な平面状溝壁を備える。
　手前側の溝壁４８ａと向こう側の溝壁４８ｂとは、天側（上）から地側（下）にかけて
同一の間隔をおいて対向する。
　第１柱部材１２の凹条部２８と第２柱部材１４の凹条部４８とは、前後方向及び上下方
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向において位置がずれることなく一致して、互いに対向している。
【００１８】
　前記化粧棚受部材１８の一方の第１化粧棚受部材１８ａは、合わせ面部２２に、第１柱
部材１２の合わせ面部２２に形成された凹条部２８に嵌合されるための連結材が突設され
ている。
　この実施の形態においては、第１化粧棚受部材１８ａは、第１柱部材１２の凹条部２８
に嵌合して化粧棚受部材１８を第１柱部材１２に固定するための、連結材たる嵌合凸部６
８を有している。
　前記化粧棚受部材１８の他方の第２化粧棚受部材１８ｂは、合わせ面部４２に、第２柱
部材１４の合わせ面部４２に形成された凹条部４８に嵌合されるための連結材が突設され
ている。
　この実施の形態においては、第２化粧棚受部材１８ｂは、第２柱部材１４の凹条部４８
に嵌合して化粧棚受部材１８を第２柱部材１４に固定するための、連結材たる嵌合凸部８
８を有している。
【００１９】
　嵌合凸部６８及び嵌合凸部８８は、ゴム、ウレタン等の柔軟性を有する弾力材により、
角柱状に形成されたブロック体である。
　第１化粧棚受部材１８ａの嵌合凸部６８は、第１化粧棚受部材１８ａの合わせ面部６２
より突出した突出部を備え、該突出部は手前側の垂直面部６８ａと向こう側の垂直面部６
８ｂとを有する。
　第２化粧棚受部材１８ｂの嵌合凸部８８は、第２化粧棚受部材１８ｂの合わせ面部８２
より突出した突出部を備え、該突出部は手前側の垂直面部８８ａと向こう側の垂直面部８
８ｂとを有する。
　嵌合凸部６８は、第１柱部材１２の凹条部２８に嵌め込まれると、手前側の垂直面部６
８ａが手前側の溝壁２８ａと密着し且つ向こう側の垂直面部６８ｂが向こう側の溝壁２８
ｂと密着して弾接される。
　第１化粧棚受部材１８ａが第１柱部材１２に固定されると、第１化粧棚受部材１８ａの
合わせ面部６２は、第１柱部材１２の合わせ面部２２に密着する。
　嵌合凸部８８は、第２柱部材１４の凹条部４８に嵌め込まれると、手前側の垂直面部８
８ａが手前側の溝壁４８ａと密着し且つ向こう側の垂直面部８８ｂが向こう側の溝壁４８
ｂと密着して弾接される。
　第２化粧棚受部材１８ｂが第２柱部材１４に固定されると、第２化粧棚受部材１８ｂの
合わせ面部８２は、第２柱部材１４の合わせ面部４２に密着する。
　第１化粧棚受部材１８ａは、第１柱部材１２の凹条部２８に、連結材たる嵌合凸部６８
を嵌め込むと、嵌め込み方向に対して交差する方向に移動することを阻止される。
　第２化粧棚受部材１８ｂは、第２柱部材１４の凹条部４８に、連結材たる嵌合凸部８８
を嵌め込むと、嵌め込み方向に対して交差する方向に移動することを阻止される。
【００２０】
　前記第１柱部材１２，第２柱部材１４及び化粧棚受部材１８は、横断面形状が略々同じ
である柱状体であり、それぞれの合わせ面部２２，合わせ面部４２，合わせ面部６２及び
合わせ面部８２を接し合わせて連結されたとき、一体化された一本の柱状体を形成するよ
うに構成されている。
【００２１】
　前記第１柱部材１２，第２柱部材１４及び化粧棚受部材１８は、平面状の合わせ面部２
２，合わせ面部４２，合わせ面部６２及び合わせ面部８２と、前記合わせ面部２２，合わ
せ面部４２，合わせ面部６２及び合わせ面部８２と直交する正面部２０，正面部４０，正
面部６０及び正面部８０とを備えている。そして、それぞれの合わせ面部２２，合わせ面
部４２，合わせ面部６２及び合わせ面部８２を接し合わせて連結されたとき、それぞれの
正面部２０，正面部４０，正面部６０及び正面部８０は、並列されて平面状に形成されて
いる。
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　更に、第１柱部材１２の合わせ面部２２及び第２柱部材１４の合わせ面部４２と化粧棚
受部材１８の合わせ面部６２及び合わせ面部８２とを合わせて、第１柱部材１２及び第２
柱部材１４と化粧棚受部材１８とを連結する連結部又は連結材を備えている。そして、第
１柱部材１２及び第２柱部材１４と化粧棚受部材１８とを連結したときに、連結部又は連
結材は、第１柱部材１２及び第２柱部材１４及び化粧棚受部材１８によって被覆される。
【００２２】
　棚部材１６は、第１柱部材１２に対向する対向部８００と、前記第１化粧棚受部材１８
ａの天側の棚支持部６４によって支持される被支持部８０２と、前記被支持部８０２とは
反対側に形成される、棚部材支持部８０４とを有している。
　棚部材支持部８０４は、棚部材１６の上面（天側）に形成され、被支持部８０２は、棚
部材１６の下面（地側）に形成されている。
　棚部材１６は、第２柱部材１４に対向する対向部８１０と、前記第２化粧棚受部材１８
ｂの天側の棚支持部８４によって支持される被支持部８１２と、前記被支持部８１２とは
反対側に形成される、棚部材支持部８１４とを有している。
　棚部材支持部８１４は、棚部材１６の上面（天側）に形成され、被支持部８１２は、棚
部材１６の下面（地側）に形成されている。
【００２３】
　前記棚部材１６は、天側の平面状物品載置面と地側の平面状裏面とを有する角柱状体で
あって、長手方向における一方の端部において前記物品載置面と裏面との間に直交する対
向部８００と、前記物品載置面における対向部８００に続く面に、棚部材支持部８０４を
形成され、前記裏面における対向部８００に続く面に、被支持部８０２を形成されている
。
　更に、前記棚部材１６は、前記対向部８００とは反対側である他方の端部において前記
物品載置面と裏面との間に直交する対向部８１０と、前記物品載置面における対向部８１
０に続く面に、棚部材支持部８１４を形成され、前記裏面における対向部８１０に続く面
に、被支持部８１２を形成されている。
【００２４】
　第１柱部材１２は、図４ないし図６において示すように、角柱状第１柱状芯材１００と
、第１柱状芯材１００の外表面を覆う第１表面板材１０２とを有している。
　第１表面板材１０２は、長手方向にのびるＶカット等されてなる折曲溝が形成された第
１表面板材１０２を、Ｖカット等されてなる折曲溝を閉じる方向に屈曲させて、前記第１
柱状芯材１００の角部に合わせて貼着される。
　第１表面板材１０２は、平面視方形の板状体であって、その一方の長手端縁１０４ａ及
び他方の長手端縁１０４ｂが合わせ面部２２において、対向するように第１柱状芯材１０
０に貼着されている。
　一方の長手端縁１０４ａと他方の長手端縁１０４ｂは、いずれも、第１表面板材１０２
の表面及び裏面と直交する垂直面を備えており、一方の長手端縁１０４ａと他方の長手端
縁１０４ｂとの間に、凹条部２８が形成される。
　一方の長手端縁１０４ａは、手前側の溝壁２８ａを構成し、他方の長手端縁１０４ｂは
、向こう側の溝壁２８ｂを構成する。
　第２柱部材１４は、角柱状第２柱状芯材１１０と、第２柱状芯材１１０の外表面を覆う
第２表面板材１１２とを有している。
　第２表面板材１１２は、長手方向にのびるＶカット等されてなる折曲溝が形成された第
２表面板材１１２を、Ｖカット等されてなる折曲溝を閉じる方向に屈曲させて、前記第２
柱状芯材１１０の角部に合わせて貼着されてなる。
　第２表面板材１１２は、一方の長手端縁１１４ａ及び他方の長手端縁１１４ｂが合わせ
面部４２において、対向するように第２柱状芯材１１０に貼着されている。
　一方の長手端縁１１４ａと他方の長手端縁１１４ｂは、いずれも、第２表面板材１１２
の表面及び裏面と直交する垂直面を備えており、一方の長手端縁１１４ａと他方の長手端
縁１１４ｂとの間に、凹条部４８が形成される。
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　一方の長手端縁１１４ａは、向こう側の溝壁４８ｂを構成し、他方の長手端縁１１４ｂ
は、手前側の溝壁４８ａを構成する。
【００２５】
　前記第１柱部材１２は、木質系柱又は板で構成される第１柱状芯材１００の外表面に、
剛性を有する金属製補強材３００を添設され、且つ、前記第１柱状芯材１００及び金属製
補強材３００の外表面を覆うように第１表面板材１０２が貼着されている。
　前記第２柱部材１４は、木質系板で構成される第２柱状芯材１１０の外表面に、剛性を
有する金属製補強材３１０を添設され、且つ、前記第２柱状芯材１１０及び金属製補強材
３１０の外表面を覆うように第２表面板材１１２が貼着されている。
　この実施の形態においては、第１柱部材１２の金属製補強材３００及び第２柱部材１４
の金属製補強材３１０は、断面Ｌ字形の柱状体である。
　金属製補強材３００は、平板状の第１補強部３０２と、該第１補強部３０２と直交する
第２補強部３０４と、第１補強部３０２と第２補強部３０４との接合部である第１角部３
０６を備えている。
　第１角部３０６は、第１柱状芯材１００の角部と合わされて、金属製補強材３００は、
第１柱状芯材１００の角部の近傍の表面に添設される。
　金属製補強材３００は、第１柱状芯材１００の手前側の角部及び向こう側の角部に、そ
れぞれ添設される。
　金属製補強材３１０は、平板状の第１補強部３１２と、該第１補強部３１２と直交する
第２補強部３１４と、第１補強部３１２と第２補強部３１４との接合部である第１角部３
１６を備えている。
　第１角部３１６は、第２柱状芯材１１０の角部と合わされて、金属製補強材３１０は、
第２柱状芯材１１０の角部の近傍の表面に添設される。
　金属製補強材３１０は、第２柱状芯材１１０の手前側の角部及び向こう側の角部の近傍
の表面に、それぞれ添設される。
【００２６】
　第１柱状芯材１００と第２柱状芯材１１０とは、同一の形状に形成され、例えば、剛性
を有する、ＰＢ（パーティクル・ボード）、ＭＤＦ（中密度繊維板：メディアム・デンシ
ティ・ファイバーボード）、合板、及び集成材等により形成される。
　間仕切り棚１０が施工される際には、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０のい
ずれも、それぞれ長手方向における両端部が、例えば、第１被固定部たる天側の天井面９
００及び第２被固定部たる地側の床面９０２に対して当接させて固定される主たる領域を
構成する、すなわち、第１柱状芯材１００の天固定部２４及び地固定部２６並びに第２柱
状芯材１１０の天固定部４４及び地固定部４６は、天井面９００及び床面９０２に当接さ
せて固定される平面の主たる領域を構成する。
　そして、一方の第１柱状芯材１００は、その天固定部２４の部分で、天井面９００に固
定され、第１柱状芯材１００の地固定部２６の部分で、床面９０２に固定される。
　他方の第２柱状芯材１１０は、その天固定部４４の部分で、天井面９００に固定され、
第２柱状芯材１１０の地固定部４６の部分で、床面９０２に固定される。
【００２７】
　前記したように、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０は、同一の形状により構
成されることから、ここでは、第１柱状芯材１００の構成について説明する。
　第１柱状芯材１００は、天側から地側にかけて横断面が同一の形状の略角柱状体に形成
される。
　第１柱状芯材１００を形成している略直方体において、例えば、第１被固定部たる天側
の天井面９００と接する一方端側には一方面たる上面１２０が形成され、及び第２被固定
部たる地側の床面９０２と接する他方端側には他方面たる下面１２２が形成される。これ
ら天固定部２４を構成する上面１２０及び下面１２２は、互いに略平行に形成される。
　また、第１柱状芯材１００を形成している該角柱状体において、第１表面板材１０２を
接合する面には、第１側面１２４が形成され、第１表面板材１０２を接合する面であって
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、第１側面１２４とは反対側の面は、合わせ面部２２を構成する第２側面１２６が形成さ
れる。これら第１側面１２４及び第２側面１２６は、互いに略平行に形成される。
　さらに、上面１２０の両端部から下方向に、かつ垂直方向で、且つ、下面１２２の両端
部から上方向に、かつ垂直方向で、手前側に正面１２８が形成され、且つ向こう側に背面
１３０が形成される。
　正面１２８は、第１側面１２４の手前側及び第２側面１２６の手前側と垂直に接続して
おり、また、背面１３０は、第１側面１２４の向こう側及び第２側面１２６の向こう側と
垂直に接続している。これら手前側の正面１２８及び向こう側の背面１３０は、互いに略
平行に形成される。
　そして、第１柱状芯材１００は、上面１２０から下面１２２まで、横断面形状が略同一
に形成される。
【００２８】
　第１柱状芯材１００は、第１側面１２４の正面１２８と接する角部の近傍及び第１側面
１２４の背面１３０と接する角部の近傍に、前記金属製補強材３００を添設するための切
り欠き段部が形成される。
　該切り欠き段部は、金属製補強材３００の形状に対応する横断面Ｌ字形であって、金属
製補強材３００の第１補強部３０２の厚さ分、第１側面１２４より低く形成されている。
【００２９】
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材
１１０を保護するとともに、以下に説明するように、第１柱部材１２及び第２柱部材１４
の隅角部に面取り部を設けることにより、第１柱部材１２及び第２柱部材１４の美感性を
高めるように、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の外表面に貼設される。
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、表面及び裏面が平面状の板体であって
、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の長手方向における外表面の大部分を覆い
被せるように、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の外表面に貼着される。すな
わち、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、第１柱状芯材１００及び第２柱状
芯材１１０のそれぞれの第１側面１２４、第２側面１２６、正面１２８及び背面１３０に
貼着される。
【００３０】
　第１表面板材１０２は、平面状の表板面１０２ａと平面状の貼着板面１０２ｂとを有し
、第２表面板材１１２は、平面状の表板面１１２ａと平面状の貼着板面１１２ｂとを有し
ている。
　貼着板面１０２ｂは、第１柱状芯材１００に貼着される面であり、貼着板面１１２ｂは
、第２柱状芯材１１０に貼着される面である。
【００３１】
　第１表面板材１０２は、一方の長手端縁１０４ａ及び他方の長手端縁１０４ｂを有して
いる。
　そして、第１表面板材１０２は、一方の長手端縁１０４ａと他方の長手端縁１０４ｂと
が合わせ面部２２において、対向するように第１柱状芯材１００に貼着されている。
　一方の長手端縁１０４ａと他方の長手端縁１０４ｂとの間に、凹条部２８が形成される
。
　一方の長手端縁１０４ａは、手前側の溝壁２８ａを構成し、他方の長手端縁１０４ｂは
、向こう側の溝壁２８ｂを構成する。
　第２表面板材１１２は、一方の長手端縁１１４ａ及び他方の長手端縁１１４ｂを有して
いる。
　そして、第２表面板材１１２は、一方の長手端縁１１４ａと他方の長手端縁１１４ｂと
が合わせ面部４２において、対向するように第２柱状芯材１１０に貼着されている。
　一方の長手端縁１１４ａと他方の長手端縁１１４ｂとの間に、凹条部４８が形成される
。
　一方の長手端縁１１４ａは、向こう側の溝壁４８ｂを構成し、他方の長手端縁１１４ｂ
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は、手前側の溝壁４８ａを構成する。
【００３２】
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、図４において示すように、表面シート
２００と、表面シート２００の表面に貼着された、第１表面板部１４０、第２表面板部１
４２、第３表面板部１４４、第４表面板部１４６及び第５表面板部１４８とを有している
。
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、Ｖカット等されてなる折曲溝によって
表面板部を区画されている、第１表面板部１４０と、第２表面板部１４２と、第３表面板
部１４４と、第４表面板部１４６と、第５表面板部１４８とにより構成される。
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２を構成する表面板部は、例えば、剛性を有
する、ＭＤＦ（中密度繊維板：メディアム・デンシティ・ファイバーボード）、ＰＢ（パ
ーティクル・ボード）及び合板等により形成される。
【００３３】
　第１表面板部１４０は、第１柱状芯材１００または第２柱状芯材１１０の第１側面１２
４の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される。
　第１表面板部１４０の手前側に並ぶ第２表面板部１４２は、第１柱状芯材１００または
第２柱状芯材１１０の正面１２８の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される。
　第１表面板部１４０の向こう側に並ぶ第３表面板部１４４は、第１柱状芯材１００又は
第２柱状芯材１１０の背面１３０の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される。
　第２表面板部１４２の手前側に並ぶ第４表面板部１４６及び第３表面板部１４４の向こ
う側に並ぶ第５表面板部１４８は、第１柱状芯材１００または第２柱状芯材１１０の第２
側面１２６の横方向の幅の略々４分の１の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される
。
【００３４】
　第１表面板部１４０と第２表面板部１４２との境において、Ｖカット等を施されて形成
された第１折曲溝１５０が形成される。第１表面板部１４０と第３表面板部１４４との境
において、Ｖカット等を施されて形成された第２折曲溝１５２が形成される。
　すなわち、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、平面板として準備され、そ
れぞれＶカット等が施されて形成された溝により区画されることによって、第１表面板部
１４０、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４が形成される。
【００３５】
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２における第２表面板部１４２と第４表面板
部１４６との境には、Ｖカット加工等を施されて形成された第３折曲溝１５４が形成され
る。
　また、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２における第３表面板部１４４と第５
表面板部１４８との境には、Ｖカット加工等を施されて形成された第４折曲溝１５６が形
成される。
　第１折曲溝１５０、第２折曲溝１５２、第３折曲溝１５４及び第４折曲溝１５６は、第
１表面板材１０２及び第２表面板材１１２の貼着板面１０２ｂ及び貼着板面１１２ｂから
表板面１０２ａ及び表板面１１２ａの方向に向けて施された、Ｖカット加工等の切削加工
により形成される。
【００３６】
　第１折曲溝１５０と第４折曲溝１５６とは同一の構成であり、第２折曲溝１５２と第３
折曲溝１５４とは同一の構成である。そして、第１折曲溝１５０及び第４折曲溝１５６と
第２折曲溝１５２及び第３折曲溝１５４とは対称である。
　そこで、以下において、第１折曲溝１５０の構成について説明する。
　第１折曲溝１５０は、第１接合溝１５０ａ及び第２接合溝１５０ｂが対向して連続して
横並びに設けられている。
　第１接合溝１５０ａ及び第２接合溝１５０ｂは、断面略Ｖ字形状に形成されている。第
１接合溝１５０ａは、断面略Ｖ字の各一辺を形成する第１溝壁１６２及び第２溝壁１６４
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を有し、第２接合溝１５０ｂは、断面略Ｖ字の各一辺を形成する第３溝壁１６６及び第４
溝壁１６８を有している。
【００３７】
　第２溝壁１６４及び第４溝壁１６８は、第１折曲溝１５０の中間で直交して、略二等辺
三角形状の第１面取り部１７０を形成する。そして、第１接合溝１５０ａを閉じて、第１
溝壁１６２と第２溝壁１６４とを接し合わせて接着し、第２接合溝１５０ｂを閉じて、第
３溝壁１６６と第４溝壁１６８とを接し合わせて接着すれば、第１面取り部１７０の底辺
部分で面取りした形状を構成することができる。
　そして、第１表面板部１４０、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４の表板面１
０２ａ及び表板面１１２ａに表面シート２００が貼着されることで、表面シート２００に
貼着された表面板部（第１表面板部１４０、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４
）で構成される、表面シート付き表面板材を外面に備える第１柱部材１２が形成される。
【００３８】
　そして、溝底から第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２の貼着板面１０２ｂ及び
貼着板面１１２ｂに向けて延びる第１溝壁１６２及び第２溝壁１６４のなす角度（θ1）
は、例えば、４５度に形成される。また、第１溝壁１６２及び第２溝壁１６４と第１表面
板材１０２及び第２表面板材１１２の表板面１０２ａ及び表板面１１２ａとのなす角度（
θ1及びθ2）は、左右それぞれ等しくなるように形成される。
【００３９】
　第１折曲溝１５０は、第１溝壁１６２の上の溝縁１６２ａより第１表面板部１４０の表
板面１０２ａに向けて第１表面板部１４０の表板面１０２ａと斜交する方向に形成された
、第１面取り用溝壁１８０を有し、且つ第３溝壁１６６の上の溝縁１６６ａより第２表面
板部１４２の表板面１０２ａに向けて第２表面板部１４２の表板面１０２ａと斜交する方
向に形成された第２面取り用溝壁１８２とを備える。
　さらに、第１面取り用溝壁１８０の上の端縁より表板面１０２ａに向けてのび、第１表
面板部１４０の表板面１０２ａと直交する第３面取り用溝壁１８４と、第２面取り用溝壁
１８２の溝端側より水平方向に向けてのび、第２表面板部１４２の表板面１０２ａと平行
な第４面取り用溝壁１８６と、第４面取り用溝壁１８６の端より表板面１０２ａに向けて
表板面１０２ａに直交する方向にのびる第５面取り用溝壁１８８とを備える。すなわち、
第３面取り用溝壁１８４と第５面取り用溝壁１８８とは、互いに略平行に形成される。
【００４０】
　第２溝壁１６４と第４溝壁１６８とは、第１折曲溝１５０の中間で、例えば、直交して
、断面形状が略二等辺三角形の第１面取り部１７０を形成する。このとき、第２溝壁１６
４と第４溝壁１６８とのなす角度（θ3）は、等しくなるように形成され、いずれも、例
えば、４５度である。
【００４１】
　第１面取り部１７０の頂点は、第１溝壁１６２と第１面取り用溝壁１８０との交点たる
溝縁１６２ａ及び第３溝壁１６６と第２面取り用溝壁１８２との交点たる溝縁１６６ａと
が、第１折曲溝１５０を閉着したときに交わる。
　そして、第１折曲溝１５０を閉じて、第１面取り用溝壁１８０と第２面取り用溝壁１８
２、第３面取り用溝壁１８４と第４面取り用溝壁１８６、第１表面板部１４０の貼着板面
１０２ｂと第５面取り用溝壁１８８、それぞれを接し合わせて接着すれば、第１面取り部
１７０の底辺部分で、面取りした形状を構成することができる。
　すなわち、上述の目的を達成するために、第１面取り部１７０の一方の斜辺を形成する
第２溝壁１６４の長さと、第１溝壁１６２の長さは等しくなるように形成される。また、
第１面取り部１７０の他方の斜辺を形成する第４溝壁１６８の長さと、第３溝壁１６６の
長さは等しくなるように形成される。さらに、第１面取り用溝壁１８０の長さと第２面取
り用溝壁１８２の長さも等しくなるように形成される。また、第３面取り用溝壁１８４と
第４面取り用溝壁１８６との長さも等しくなるように形成される。
【００４２】
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　第３折曲溝１５４は、第１折曲溝１５０と同様な面取りした構成ではなく、図２１にお
いて示すように、直角の角部を構成するように、第１接合溝１５０ａと第２接合溝１５０
ｂとを断面Ｖ字形の溝壁で構成し、該溝壁のなす角度θを４５度としてもよい。
　又、第４折曲溝１５６は、第１折曲溝１５０と同様な面取りした構成ではなく、図２１
において示すように、直角の角部を構成するように、第１接合溝１５０ａと第２接合溝１
５０ｂとを断面Ｖ字形の溝壁で構成し、該溝壁のなす角度θを４５度としてもよい。
【００４３】
　表面シート２００は、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２を保護するとともに
、これに模様を施すことで、第１柱部材１２及び第２柱部材１４のデザイン性を高めるた
めに設けられる。
　表面シート２００は、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２を構成する、表面板
部（第１表面板部１４０、第２表面板部１４２、第３表面板部１４４、第４表面板部１４
６及び第５表面板部１４８）の表板面１０２ａ及び表板面１１２ａに貼着される。
　表面シート２００は、可撓性シートにより形成され、例えば、塩化ビニル、オレフィン
などのプラスチックシート、不織布の表面に天然木の突き板単板を貼着した突き板シート
、樹脂含浸紙、ポリエチレン等の樹脂層を挟んだ紙シートが用いられる。表面シート２０
０は、その表面に木目などの印刷模様が施された柔軟な樹脂シートからなる。そして、表
面シート２００は、丸鋸等で切断することができる材料で構成される。
【００４４】
　化粧棚受部材１８は、前記第１柱部材１２及び第２柱部材１４の構造と類似の構造を備
えており、図７ないし図９に示すように製作される。
【００４５】
　第１化粧棚受部材１８ａは、角柱状第１柱状芯材１００と、第１柱状芯材１００の外表
面を覆う第１表面板材１０２とを有している。
　第１表面板材１０２は、長手方 向にのびるＶカット等されてなる折曲溝が形成された
第１表面板材１０２を、Ｖカット等されてなる折曲溝を閉じる方向に屈曲させて、前記第
１柱状芯材１００の角部に合わせて貼着される。
　第１表面板材１０２は、一方の長手端縁１０４ａ及び他方の長手端縁１０４ｂが合わせ
面部６２において、対向するように第１柱状芯材１００に貼着されている。
　一方の長手端縁１０４ａと他方の長手端縁１０４ｂとの間に、凹条部２８が形成される
。
　一方の長手端縁１０４ａは、向こう側の溝壁２８ｂを構成し、他方の長手端縁１０４ｂ
は、手前側の溝壁２８ａを構成する。
　第２化粧棚受部材１８ｂは、角柱状第２柱状芯材１１０と、第２柱状芯材１１０の外表
面を覆う第２表面板材１１２とを有している。
　第２表面板材１１２は、長手方向にのびるＶカット等されてなる折曲溝が形成された第
２表面板材１１２を、Ｖカット等されてなる折曲溝を閉じる方向に屈曲させて、前記第２
柱状芯材１１０の角部に合わせて貼着されてなる。
　第２表面板材１１２は、一方の長手端縁１１４ａ及び他方の長手端縁１１４ｂが合わせ
面部８２において、対向するように第２柱状芯材１１０に貼着されている。
　一方の長手端縁１１４ａと他方の長手端縁１１４ｂとの間に、凹条部４８が形成される
。
　一方の長手端縁１１４ａは、手前側の溝壁４８ａを構成し、他方の長手端縁１１４ｂは
、向こう側の溝壁４８ｂを構成する。
【００４６】
　第１柱状芯材１００と第２柱状芯材１１０とは、同一の形状に形成され、例えば、剛性
を有する、ＰＢ（パーティクル・ボード）、ＭＤＦ（中密度繊維板：メディアム・デンシ
ティ・ファイバーボード）、合板、及び集成材等により形成される。
　化粧棚受部材１８が施工される際には、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の
いずれも、それぞれ長手方向における両端部が、例えば、天側の第１棚部材１６ａ及び地
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側の第２棚部材１６ｂに対して当接させて固定される主たる領域を構成する、すなわち、
天側の棚支持部６４及び天側の棚支持部８４並びに地側の棚支持部６６及び地側の棚支持
部８６は、第１棚部材１６ａ及び第２棚部材１６ｂに当接させて固定される平面の主たる
領域を構成する。
【００４７】
　前記したように、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０は、同一の形状により構
成されることから、ここでは、第１柱状芯材１００の構成について説明する。
　第１柱状芯材１００は、天側から地側にかけて横断面が同一の形状の略角柱状体に形成
される。
　第１柱状芯材１００を形成している略直方体において、例えば、天側の第１棚部材１６
ａと接する一方端側には一方面たる上面１２０が形成され、及び地側の第２棚部材１６ｂ
と接する他方端側には他方面たる下面１２２が形成される。これら天固定部２４を構成す
る上面１２０及び下面１２２は、互いに略平行に形成される。
　また、第１柱状芯材１００を形成している該角柱状体において、第１表面板材１０２を
接合する面には、第１側面１２４が形成され、第１表面板材１０２を接合する面であって
、第１側面１２４とは反対側の面は、合わせ面部２２を構成する第２側面１２６が形成さ
れる。これら第１側面１２４及び第２側面１２６は、互いに略平行に形成される。
　さらに、上面１２０の両端部から下方向に、かつ垂直方向で、且つ、下面１２２の両端
部から上方向に、かつ垂直方向で、手前側に正面１２８が形成され、且つ向こう側に背面
１３０が形成される。
　正面１２８は、第１側面１２４の手前側及び第２側面１２６の手前側と垂直に接続して
おり、また、背面１３０は、第１側面１２４の向こう側及び第２側面１２６の向こう側と
垂直に接続している。これら手前側の正面１２８及び向こう側の背面１３０は、互いに略
平行に形成される。
　そして、第１柱状芯材１００は、上面１２０から下面１２２まで、横断面形状が略同一
に形成される。
【００４８】
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材
１１０を保護するとともに、以下に説明するように、第１柱部材１２及び第２柱部材１４
の隅角部に面取り部を設けることにより、化粧棚受部材１８の美感性を高めるように、第
１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の外表面に貼設される。
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、表面及び裏面が平面状の板体であって
、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の長手方向における外表面の大部分を覆い
被せるように、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の外表面に貼着される。すな
わち、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、第１柱状芯材１００及び第２柱状
芯材１１０のそれぞれの第１側面１２４、第２側面１２６、正面１２８及び背面１３０に
貼着される。
【００４９】
　第１表面板材１０２は、平面状の表板面１０２ａと平面状の貼着板面１０２ｂとを有し
、第２表面板材１１２は、平面状の表板面１１２ａと平面状の貼着板面１１２ｂとを有し
ている。
　貼着板面１０２ｂは、第１柱状芯材１００に貼着される面であり、貼着板面１１２ｂは
、第２柱状芯材１１０に貼着される面である。
【００５０】
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、図７において示すように、表面シート
２００と、表面シート２００の表面に貼着された、第１表面板部１４０、第２表面板部１
４２、第３表面板部１４４、第４表面板部１４６及び第５表面板部１４８とを有している
。
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、Ｖカット等されてなる折曲溝によって
表面板部を区画されている、第１表面板部１４０と、第２表面板部１４２と、第３表面板
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部１４４と、第４表面板部１４６と、第５表面板部１４８とにより構成される。
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２を構成する表面板部は、例えば、剛性を有
する、ＭＤＦ（中密度繊維板：メディアム・デンシティ・ファイバーボード）、ＰＢ（パ
ーティクル・ボード）及び合板等により形成される。
【００５１】
　第１表面板部１４０は、第１柱状芯材１００または第２柱状芯材１１０の第１側面１２
４の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される。
　第１表面板部１４０の手前側に並ぶ第２表面板部１４２は、第１柱状芯材１００または
第２柱状芯材１１０の正面１２８の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される。
　第１表面板部１４０の向こう側に並ぶ第３表面板部１４４は、第１柱状芯材１００又は
第２柱状芯材１１０の背面１３０の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される。
　第２表面板部１４２の手前側に並ぶ第４表面板部１４６及び第３表面板部１４４の向こ
う側に並ぶ第５表面板部１４８は、第１柱状芯材１００または第２柱状芯材１１０の第２
側面１２６の横方向の幅の略々４分の１の大きさと略同一の大きさの略矩形に形成される
。
【００５２】
　第１表面板部１４０と第２表面板部１４２との境において、Ｖカット等を施されて形成
された第１折曲溝１５０が形成される。第１表面板部１４０と第３表面板部１４４との境
において、Ｖカット等を施されて形成された第２折曲溝１５２が形成される。
　すなわち、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２は、平面板として準備され、そ
れぞれＶカット等が施されて形成された溝により区画されることによって、第１表面板部
１４０、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４が形成される。
【００５３】
　第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２における第２表面板部１４２と第４表面板
部１４６との境には、Ｖカット加工等を施されて形成された第３折曲溝１５４が形成され
る。
　また、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２における第３表面板部１４４と第５
表面板部１４８との境には、Ｖカット加工等を施されて形成された第４折曲溝１５６が形
成される。
　第１折曲溝１５０、第２折曲溝１５２、第３折曲溝１５４及び第４折曲溝１５６は、第
１表面板材１０２及び第２表面板材１１２の貼着板面１０２ｂ及び貼着板面１１２ｂから
表板面１０２ａ及び表板面１１２ａの方向に向けて施された、Ｖカット加工等の切削加工
により形成される。
【００５４】
　第１折曲溝１５０と第４折曲溝１５６とは同一の構成であり、第２折曲溝１５２と第３
折曲溝１５４とは同一の構成である。そして、第１折曲溝１５０及び第４折曲溝１５６と
第２折曲溝１５２及び第３折曲溝１５４とは対称である。
　そこで、以下において、第１折曲溝１５０の構成について説明する。
　第１折曲溝１５０は、第１接合溝１５０ａ及び第２接合溝１５０ｂが対向して連続して
横並びに設けられている。
　第１接合溝１５０ａ及び第２接合溝１５０ｂは、断面略Ｖ字形状に形成されている。第
１接合溝１５０ａは、断面略Ｖ字の各一辺を形成する第１溝壁１６２及び第２溝壁１６４
を有し、第２接合溝１５０ｂは、断面略Ｖ字の各一辺を形成する第３溝壁１６６及び第４
溝壁１６８を有している。
【００５５】
　第２溝壁１６４及び第４溝壁１６８は、第１折曲溝１５０の中間で直交して、略二等辺
三角形状の第１面取り部１７０を形成する。そして、第１接合溝１５０ａを閉じて、第１
溝壁１６２と第２溝壁１６４とを接し合わせて接着し、第２接合溝１５０ｂを閉じて、第
３溝壁１６６と第４溝壁１６８とを接し合わせて接着すれば、第１面取り部１７０の底辺
部分で面取りした形状を構成することができる。
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　そして、第１表面板部１４０、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４の表板面１
０２ａ及び表板面１１２ａに表面シート２００が貼着されることで、表面シート２００に
貼着された表面板部（第１表面板部１４０、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４
）で構成される、表面シート付き表面板材を外面に備える化粧棚受部材１８が形成される
。
【００５６】
　そして、溝底から第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２の貼着板面１０２ｂ及び
貼着板面１１２ｂに向けて延びる第１溝壁１６２及び第２溝壁１６４のなす角度（θ1）
は、例えば、４５度に形成される。また、第１溝壁１６２及び第２溝壁１６４と第１表面
板材１０２及び第２表面板材１１２の表板面１０２ａ及び表板面１１２ａとのなす角度（
θ1及びθ2）は、左右それぞれ等しくなるように形成される。
【００５７】
　第１折曲溝１５０は、第１溝壁１６２の上の溝縁１６２ａより第１表面板部１４０の表
板面１０２ａに向けて第１表面板部１４０の表板面１０２ａと斜交する方向に形成された
、第１面取り用溝壁１８０を有し、且つ第３溝壁１６６の上の溝縁１６６ａより第２表面
板部１４２の表板面１０２ａに向けて第２表面板部１４２の表板面１０２ａと斜交する方
向に形成された第２面取り用溝壁１８２とを備える。
　さらに、第１面取り用溝壁１８０の上の端縁より表板面１０２ａに向けてのび、第１表
面板部１４０の表板面１０２ａと直交する第３面取り用溝壁１８４と、第２面取り用溝壁
１８２の溝端側より水平方向に向けてのび、第２表面板部１４２の表板面１０２ａと平行
な第４面取り用溝壁１８６と、第４面取り用溝壁１８６の端より表板面１０２ａに向けて
表板面１０２ａに直交する方向にのびる第５面取り用溝壁１８８とを備える。すなわち、
第３面取り用溝壁１８４と第５面取り用溝壁１８８とは、互いに略平行に形成される。
【００５８】
　第２溝壁１６４と第４溝壁１６８とは、第１折曲溝１５０の中間で、例えば、直交して
、断面形状が略二等辺三角形の第１面取り部１７０を形成する。このとき、第２溝壁１６
４と第４溝壁１６８とのなす角度（θ3）は、等しくなるように形成され、いずれも、例
えば、４５度である。
【００５９】
　第１面取り部１７０の頂点は、第１溝壁１６２と第１面取り用溝壁１８０との交点たる
溝縁１６２ａ及び第３溝壁１６６と第２面取り用溝壁１８２との交点たる溝縁１６６ａと
が、第１折曲溝１５０を閉着したときに交わる。
　そして、第１折曲溝１５０を閉じて、第１面取り用溝壁１８０と第２面取り用溝壁１８
２、第３面取り用溝壁１８４と第４面取り用溝壁１８６、第１表面板部１４０の貼着板面
１０２ｂと第５面取り用溝壁１８８、それぞれを接し合わせて接着すれば、第１面取り部
１７０の底辺部分で、面取りした形状を構成することができる。
　すなわち、上述の目的を達成するために、第１面取り部１７０の一方の斜辺を形成する
第２溝壁１６４の長さと、第１溝壁１６２の長さは等しくなるように形成される。また、
第１面取り部１７０の他方の斜辺を形成する第４溝壁１６８の長さと、第３溝壁１６６の
長さは等しくなるように形成される。さらに、第１面取り用溝壁１８０の長さと第２面取
り用溝壁１８２の長さも等しくなるように形成される。また、第３面取り用溝壁１８４と
第４面取り用溝壁１８６との長さも等しくなるように形成される。
【００６０】
　第３折曲溝１５４は、第１折曲溝１５０と同様な面取りした構成ではなく、図２１にお
いて示すように、直角の角部を構成するように、第１接合溝１５０ａと第２接合溝１５０
ｂとを断面Ｖ字形の溝壁で構成し、該溝壁のなす角度θを４５度としてもよい。
　又、第４折曲溝１５６は、第１折曲溝１５０と同様な面取りした構成ではなく、図２１
において示すように、直角の角部を構成するように、第１接合溝１５０ａと第２接合溝１
５０ｂとを断面Ｖ字形の溝壁で構成し、該溝壁のなす角度θを４５度としてもよい。
【００６１】
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　表面シート２００は、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２を保護するとともに
、これに模様を施すことで、化粧棚受部材１８のデザイン性を高めるために設けられる。
　表面シート２００は、第１表面板材１０２及び第２表面板材１１２を構成する、表面板
部（第１表面板部１４０、第２表面板部１４２、第３表面板部１４４、第４表面板部１４
６及び第５表面板部１４８）の表板面１０２ａ及び表板面１１２ａに貼着される。
　表面シート２００は、可撓性シートにより形成され、例えば、塩化ビニル、オレフィン
などのプラスチックシート、不織布の表面に天然木の突き板単板を貼着した突き板シート
、樹脂含浸紙、ポリエチレン等の樹脂層を挟んだ紙シートが用いられる。表面シート２０
０は、その表面に木目などの印刷模様が施された柔軟な樹脂シートからなる。そして、表
面シート２００は、丸鋸等で切断することができる材料で構成される。
【００６２】
　棚部材１６は、図２０において示すように、第１柱部材１２及び第２柱部材１４並びに
化粧棚受部材１８に調和させるために、棚板芯材４１０の外周面に、第１柱部材１２及び
第２柱部材１４並びに化粧棚受部材１８を構成する第１表面板材１０２と同様な棚表面板
材４１２を貼着されてなる。
　棚表面板材４１２は、表面板部４３０の外表面に、表面シート２００と同様な棚表面シ
ート４２０を貼着した、外表面材で被覆したものを用いるとよい。
　棚表面板材４１２は、表面板部４３０に形成された棚折曲溝４５０により区画されてい
る。表面板部４３０に形成された棚折曲溝４５０は、第１接合溝４５０ａと第２接合溝４
５０ｂとのなす角度が９０度になるように形成されている。第１接合溝４５０ａと第２接
合溝４５０ｂとを、棚板芯材４１０の隅角部に添わせて、棚表面シート４２０を折り曲げ
て、棚板芯材４１０の外表面に貼着されている。
　この実施の形態においては、棚板芯材４１０は、断面方形で、表面板部４３０に形成さ
れた棚折曲溝４５０は、棚板芯材４１０の４つの隅角部に合わせて、４条形成されている
。
　而して、棚部材１６は、断面方形の角柱状板体となる。
【００６３】
　次に、この間仕切り棚１０を施工するための施工方法について説明する。図１０ないし
図１４は、この発明にかかる間仕切り棚１０の施工過程を示す分解斜視図である。
　まず、間仕切り棚１０の取り付ける所定の位置の第２被固定部たる地側の床面９０２に
第１柱部材１２の下端面を接地させ、第１柱部材１２の凹条部２８の第１柱状芯材１００
に第２固定部９１０を構成する固定部材９１２を接合部材９５０により固定することで位
置決めを行う。
　続いて、第２固定部９１０を構成する固定部材９１２の支柱取り付け板部９１４の面に
沿って上方向に、かつ垂直方向、すなわち、固定部材９１２に対して対向する方向におけ
る第１被固定部たる天側の天井面９００の位置に第１固定部９２０を構成する固定部材９
２２を接合部材９５２により取り付ける。
　このとき、第１固定部９２０を構成する固定部材９２２の支柱取り付け板部９２４と第
２固定部９１０を構成する固定部材９１２の支柱取り付け板部９１４とは略同一平面とな
る。
　そして、第１柱部材１２の第１柱状芯材１００の凹条部２８の他方端部の上面１２０に
第２固定部９１０を構成する固定部材９１２の支柱取り付け板部９１４を接した上で、接
合部材９５０及び座金９５４により固定する。
　さらに、第１柱部材１２の第１柱状芯材１００の凹条部２８の一方端部の下面１２２に
第１固定部９２０を構成する固定部材９２２の支柱取り付け板部９２４を接した上で、接
合部材９５２及び座金９５４により固定する。
　また、第１柱部材１２とは棚部材１６の長手方向の長さ分の間隔をあけて、第２柱部材
１４を床面９０２と天井面９００との間に取り付ける。その取付方法は、前記した第１柱
部材１２の取り付け方法と同様である。
　第２柱部材１４は、前記第１柱部材１２と同様に施工する。
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【００６４】
　次に、棚部材１６を第１柱部材１２と第２柱部材１４との間に架け渡して固定するため
に、第１柱部材１２の凹条部２８及び第２柱部材１４の凹条部４８に棚受金具９５６を取
り付ける。
　棚受金具９５６は、図２３において示すように、断面略Ｌ字形の金属製板体からなる。
　棚受金具９５６は、第１柱部材１２の凹条部２８及び第２柱部材１４の凹条部４８に固
定される、支持部９５６ａと、棚部材１６を受ける受け部９５６ｂとを有している。そし
て、支持部９５６ａと受け部９５６ｂとは、直交している。
　支持部９５６ａは、第１柱部材１２の凹条部２８及び第２柱部材１４の凹条部４８に固
定されるとき、第１柱部材１２の合わせ面部２２及び第２柱部材１４の内側の合わせ面部
４２の面より低くなるように、凹条部２８及び凹条部４８の深さより薄い厚さを有する。
　受け部９５６ｂは、棚部材１６の表面と揃うように、棚部材１６の長手方向における両
端の下面に形成された受け凹部４６０に固定される。
【００６５】
　次に、化粧棚受部材１８及び棚部材１６を第１柱部材１２の内側の合わせ面部２２及び
第２柱部材１４の内側の合わせ面部４２に固定する方法について説明する。
　まず、第１化粧棚受部材１８ａを第１柱部材１２の内側の床面９０２に載置し、第１化
粧棚受部材１８ａの合わせ面部６２を第１柱部材１２の合わせ面部２２に沿わせて立設す
る。そのとき、第１化粧棚受部材１８ａの嵌合凸部６８を第１柱部材１２の凹条部２８に
嵌合することにより、化粧棚受部材１８を第１柱部材１２に固定する。
　また、他方の第２化粧棚受部材１８ｂを第２柱部材１４の内側の床面９０２に載置し、
第２化粧棚受部材１８ｂの合わせ面部８２を第２柱部材１４の合わせ面部４２に沿わせて
立設する。そのとき、第２化粧棚受部材１８ｂの嵌合凸部８８を第２柱部材１４の凹条部
４８に嵌合することにより、化粧棚受部材１８を第２柱部材１４に固定する。
【００６６】
　そして、固定された第１化粧棚受部材１８ａの天側の棚支持部６４と第２化粧棚受部材
１８ｂの天側の棚支持部８４との上に棚部材１６を載置し、第１柱部材１２と第２柱部材
１４との間の空間に棚部材１６を架け渡す。
　また、棚部材１６の上面（天側）に、化粧棚受部材１８を載置して、第１化粧棚受部材
１８ａの合わせ面部６２を第１柱部材１２の合わせ面部２２に沿わせて立設する。
　そのとき、第１化粧棚受部材１８ａの嵌合凸部６８を第１柱部材１２の凹条部２８に嵌
合することにより、化粧棚受部材１８を第１柱部材１２に固定する。
　また、他方の第２化粧棚受部材１８ｂの合わせ面部８２を第２柱部材１４の合わせ面部
４２に沿わせて立設する。
　そのとき、第２化粧棚受部材１８ｂの嵌合凸部８８を第２柱部材１４の凹条部４８に嵌
合することにより、化粧棚受部材１８を第２柱部材１４に固定する。
　第１柱部材１２の凹条部２８及び第２柱部材１４の凹条部４８並びに凹条部２８及び凹
条部４８に固定された棚受金具９５６の支持部９５６ａは、化粧棚受部材１８によって覆
われる。
【００６７】
　これを繰り返して、向かい合う第１柱部材１２と第２柱部材１４との間に化粧棚受部材
１８を架け渡し、且つ第１化粧棚受部材１８ａと第２化粧棚受部材１８ｂとの間に第１化
粧棚受部材１８ａを介在させることにより、第１柱部材１２と第２柱部材１４との間の空
間を分割して、上下方向に複数段の棚が並列された間仕切り棚を設けることができる。
【００６８】
　次に、棚を横方向に複数棹連結させる構造の間仕切り棚１０について、主として図１５
ないし図１９に基づいて、説明する。
　第１柱部材１２と第２柱部材１４とを複数並列させて、数棹の棚を構成するときは、図
１５ないし図１９において示すように、第１柱部材１２の構成を変えた第３柱部材１５を
、第１柱部材１２と第２柱部材１４との間に介在させて、第１柱部材１２と第２柱部材１
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４との間に棚部材１６を横方向に複数並列できるようにする。
【００６９】
　第３柱部材１５は、長手方向にのびる正面部２１と、正面部２１に隣接して形成され、
化粧棚受部材１８と合わせられる合わせ面部２２及び合わせ面部２３と、長手方向におけ
る天側の天固定部２５と、長手方向における地側の地固定部２７とを有している。
　第３柱部材１５は、天側から地側にかけて横断面が同一の形状の、略角柱状体である。
　合わせ面部２２は、第３柱部材１５の一方側に形成され、合わせ面部２３は、第３柱部
材１５の他方側に形成され、合わせ面部２２とは反対側に形成されている。
　この実施の形態においては、第３柱部材１５の正面部２１は、天側から地側に亘って一
様な平面である。
　第１柱部材１２の正面部２０の表面と第３柱部材１５の正面部２１の表面とは、略々同
じ形状であって、正面から見て左右同一の垂直面を構成する。
　第３柱部材１５の合わせ面部２３は、正面部２１と直交する平面を備え、天側から地側
に亘って一様な平面を形成されている。
　この実施の形態においては、第３柱部材１５は、正面部２１とは反対側の背面側に、背
面部３１を形成されている。
　第３柱部材１５の背面部３１は、正面部２１と平行な平面を備える。
【００７０】
　第３柱部材１５は、第１表面板部１４０が、第４表面板部１４６及び第５表面板部１４
８と同じように、手前側と向こう側とに分断されて、第１柱状芯材１００が露出され、凹
条部２８とは別の凹条部２９が形成されている。
　凹条部２８と凹条部２９とは、同じ構造としており、凹条部２９は、第１柱部材１２の
凹条部２８又は第２柱部材１４の凹条部４８とは、対向する。
　そして、順次、第３柱部材１５を並列させ、最も端の一方の第１柱部材１２の合わせ面
部２２と対向するように並列させ且つ最も端の他方の第２柱部材１４の合わせ面部４２と
対向するように、第１柱部材１２と第２柱部材１４との間に第３柱部材１５を介在させて
並列させ、天井面９００と床面９０２との間に架け渡すようにする。
【００７１】
　第３柱部材１５は、角柱状第１柱状芯材１００と、第１柱状芯材１００の外表面を覆う
第３表面板材１０３及び第４表面板材１０５とを有している。
　第３表面板材１０３及び第４表面板材１０５は、長手方向にのびるＶカット等されてな
る折曲溝が形成された第３表面板材１０３及び第４表面板材１０５を、Ｖカット等されて
なる折曲溝を閉じる方向に屈曲させて、前記第１柱状芯材１００の幅方向における一方の
角部に合わせて貼着される。
　第３表面板材１０３は、平面視方形の板状体であって、その一方の長手端縁１０３ｃと
第４表面板材１０５の他方の長手端縁１０５ｄとが合わせ面部２２において、対向するよ
うに第１柱状芯材１００に貼着されている。
　第３表面板材１０３の一方の長手端縁１０３ｃと第４表面板材１０５の他方の長手端縁
１０５ｄは、いずれも、第３表面板材１０３及び第４表面板材１０５の表面及び裏面と直
交する垂直面を備えており、一方の長手端縁１０３ｃと他方の長手端縁１０５ｄとの間に
、凹条部２８が形成される。
　第３表面板材１０３の一方の長手端縁１０３ｃは、手前側の溝壁２８ａを構成し、第４
表面板材１０５の他方の長手端縁１０５ｄは、向こう側の溝壁２８ｂを構成する。
　第４表面板材１０５は、長手方向にのびるＶカット等されてなる折曲溝が形成された第
４表面板材１０５を、Ｖカット等されてなる折曲溝を閉じる方向に屈曲させて、前記第１
柱状芯材１００の幅方向における他方の角部に合わせて貼着されてなる。
　第４表面板材１０５は、一方の長手端縁１０５ｃと第３表面板材１０３の他方の長手端
縁１０３ｄとが合わせ面部２３において、対向するように第１柱状芯材１００に貼着され
ている。
　第４表面板材１０５の一方の長手端縁１０５ｃと第３表面板材１０３の他方の長手端縁
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１０３ｄは、いずれも、第４表面板材１０５及び第３表面板材１０３の表面及び裏面と直
交する垂直面を備えており、一方の長手端縁１０５ｃと他方の長手端縁１０３ｄとの間に
、凹条部２９が形成される。
　第４表面板材１０５の一方の長手端縁１０５ｃは、向こう側の溝壁２９ｂを構成し、第
３表面板材１０３の他方の長手端縁１０３ｄは、手前側の溝壁２９ａを構成する。
【００７２】
　第３表面板材１０３は、表面シート２００と、表面シート２００の表面に貼着された、
第６表面板部１４１、第２表面板部１４２及び第４表面板部１４６とを有している。
　第４表面板材１０５は、表面シート２００と、表面シート２００の表面に貼着された、
第７表面板部１４３、第３表面板部１４４及び第５表面板部１４８とを有している。
　第３表面板材１０３は、Ｖカット等されてなる折曲溝によって表面板部を区画されてい
る、第６表面板部１４１と、第２表面板部１４２と、第４表面板部１４６とにより構成さ
れる。
　第４表面板材１０５は、Ｖカット等されてなる折曲溝によって表面板部を区画されてい
る、第７表面板部１４３と、第３表面板部１４４と、第５表面板部１４８とにより構成さ
れる。
　第３表面板材１０３及び第４表面板材１０５を構成する表面板部は、例えば、剛性を有
する、ＭＤＦ（中密度繊維板：メディアム・デンシティ・ファイバーボード）、ＰＢ（パ
ーティクル・ボード）及び合板等により形成される。
【００７３】
　第３表面板材１０３は、第６表面板部１４１と第２表面板部１４２との境において、Ｖ
カット等を施されて形成された第１折曲溝１５０が形成される。
　第４表面板材１０５は、第７表面板部１４３と第３表面板部１４４との境において、Ｖ
カット等を施されて形成された第２折曲溝１５２が形成される。
　すなわち、第３表面板材１０３及び第４表面板材１０５は、平面板として準備され、そ
れぞれＶカット等が施されて形成された溝により区画されることによって、第６表面板部
１４１、第７表面板部１４３、第２表面板部１４２及び第３表面板部１４４が形成される
。
【００７４】
　第３表面板材１０３における第２表面板部１４２と第４表面板部１４６との境には、Ｖ
カット加工等を施されて形成された第３折曲溝１５４が形成される。
　また、第４表面板材１０５における第３表面板部１４４と第５表面板部１４８との境に
は、Ｖカット加工等を施されて形成された第４折曲溝１５６が形成される。
　第１折曲溝１５０、第２折曲溝１５２、第３折曲溝１５４及び第４折曲溝１５６は、第
３表面板材１０３及び第４表面板材１０５の貼着板面１０３ｂ及び貼着板面１０５ｂから
表板面１０３ａ及び表板面１０５ａの方向に向けて施された、Ｖカット加工等の切削加工
により形成される。
【００７５】
　表面シート２００は、可撓性シートにより形成され、例えば、塩化ビニル、オレフィン
などのプラスチックシート、不織布の表面に天然木の突き板単板を貼着した突き板シート
、樹脂含浸紙、ポリエチレン等の樹脂層を挟んだ紙シートが用いられる。表面シート２０
０は、その表面に木目などの印刷模様が施された柔軟な樹脂シートからなる。そして、表
面シート２００は、丸鋸等で切断することができる材料で構成される。
【００７６】
　この発明は、前記実施の形態の間仕切り棚に限定されることなく、この発明の思想に基
づき変更することができる。
　第１柱部材１２及び第２柱部材１４を構成する表面板部（第１表面板部１４０、第２表
面板部１４２、第３表面板部１４４、第４表面板部１４６及び第５表面板部１４８）の厚
さを変更して薄くしてもよい。
　第１折曲溝１５０、第２折曲溝１５２、第３折曲溝１５４及び第４折曲溝１５６は、図
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２１に示すように、面取り構造ではなく、直角の角部を形成するように、第１接合溝１５
０ａと第２接合溝１５０ｂとを断面Ｖ字形の溝壁で構成し、該溝壁のなす角度θを４５度
としてもよい。第２折曲溝１５２、第３折曲溝１５４及び第４折曲溝１５６も、第１折曲
溝１５０と同様である。
　また、図２２に示すように、嵌合凸部６８及び嵌合凸部８８を嵌合する凹条部２８及び
凹条部４８を、第１柱状芯材１００及び第２柱状芯材１１０の第２側面１２６に切り欠き
形成してもよい。
　第１柱部材１２の凹条部２８、第２柱部材１４の凹条部４８及び第３柱部材１５の凹条
部２９は、間仕切り棚１０に付設される照明器具等に送電するための配線コード等を配設
するための空間として利用してもよい。
【符号の説明】
【００７７】
　　１０　間仕切り棚
　　１２　第１柱部材
　　１４　第２柱部材
　　１５　第３柱部材
　　１６　棚部材
　　１６ａ　第１棚部材
　　１６ｂ，１６ｂ1，１６ｂ2　第２棚部材
　　１８　化粧棚受部材
　　１８ａ　第１化粧棚受部材
　　１８ｂ　第２化粧棚受部材
　　２０，２１，４０　（柱部材の）正面部
　　２２，２３，４２　（柱部材の）合わせ面部
　　２４，２５，４４　天固定部
　　２６，２７，４６　地固定部
　　２８，２９，４８　凹条部
　　２８ａ，２９ａ，４８ａ　手前側の溝壁
　　２８ｂ，２９ｂ，４８ｂ　向こう側の溝壁
　　３０，３１，５０，７０，９０　背面部
　　３２，５２，７２，９２　側面部
　　６０，８０　（化粧棚受け部材の）正面部
　　６２，８２　（化粧棚受け部材の）合わせ面部
　　６４，８４　天側の棚支持部
　　６６，８６　地側の棚支持部
　　６８，８８　嵌合凸部
　　６８ａ，８８ａ　手前側の垂直面部
　　６８ｂ，８８ｂ　向こう側の垂直面部
　　１００　第１柱状芯材
　　１０２　第１表面板材
　　１０２ａ，１０３ａ，１０５ａ　表板面
　　１０２ｂ，１０３ｂ，１０５ｂ　貼着板面
　　１０３　第３表面板材
　　１０５　第４表面板材
　　１０３ｃ，１０４ａ，１０５ｃ　一方の長手端縁
　　１０３ｄ，１０４ｂ，１０５ｄ　他方の長手端縁
　　１１０　第２柱状芯材
　　１１２　第２表面板材
　　１１２ａ　表板面
　　１１２ｂ　貼着板面
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　　１１４ａ　一方の長手端縁
　　１１４ｂ　他方の長手端縁
　　１２０　上面
　　１２２　下面
　　１２４　第１側面
　　１２６　第２側面
　　１２８　正面
　　１３０　背面
　　１４０　第１表面板部
　　１４１　第６表面板部
　　１４２　第２表面板部
　　１４３　第７表面板部
　　１４４　第３表面板部
　　１４６　第４表面板部
　　１４８　第５表面板部
　　１５０　第１折曲溝
　　１５０ａ，４５０ａ　第１接合溝
　　１５０ｂ，４５０ｂ　第２接合溝
　　１５２　第２折曲溝
　　１５４　第３折曲溝
　　１５６　第４折曲溝
　　１６２　第１溝壁
　　１６２ａ，１６６ａ　溝縁
　　１６４　第２溝壁
　　１６６　第３溝壁
　　１６８　第４溝壁
　　１７０　第１面取り部
　　１８０　第１面取り用溝壁
　　１８２　第２面取り用溝壁
　　１８４　第３面取り用溝壁
　　１８６　第４面取り用溝壁
　　１８８　第５面取り用溝壁
　　２００　表面シート
　　３００，３１０　金属製補強材
　　３０２，３１２　第１補強部
　　３０４，３１４　第２補強部
　　３０６，３１６　第１角部
　　４１０　棚板芯材
　　４１２　棚表面板材
　　４２０　棚表面シート
　　４３０　表面板部
　　４５０　棚折曲溝
　　４６０　受け凹部
　　８００，８１０　対向部
　　８０２，８１２　被支持部
　　８０４，８１４　棚部材支持部
　　９００　天井面
　　９０２　床面
　　９１０　第２固定部
　　９１２，９２２　固定部材
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　　９１４，９２４　支柱取り付け板部
　　９２０　第１固定部
　　９５０，９５２　接合部材
　　９５４　座金
　　９５６　棚受金具
　　９５６ａ　支持部
　　９５６ｂ　受け部
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【図９】 【図１０Ａ】
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【図１６】 【図１７】
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【図１９Ｂ】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】



(34) JP 6147506 B2 2017.6.14

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｂ　　　２／７４　　　　
              Ｅ０４Ｂ　　　１／５８
              Ｅ０４Ｃ　　　２／３０
              Ａ４７Ｂ　　６３／００
              Ａ４７Ｂ　　５７／１０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

